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が利点であると述べている。それは画面上の 1 つ 1 つのモチーフを独立して描いてゆくため、異質な物
同士の衝突によって生まれる谷原が目指すところのエネルギー、に通じているとした。この点は実制作
者がこれまでの制作過程から得た偽らざる言葉であろう。また、「デロリ」が誘う触覚的イメージと、谷
原がベルベット上にさまざまな画材や細密描写をはじめとする描写技術についても、デロリの系譜に位
置づけられる先行作品と比較検討を行うなかで、自作を支えるエネルギーの要因であると結論づけた。 
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物語性に関しては、それぞれの個人的体験や生い立ちが直接作品に影響していると考えられる岩佐又
兵衛、甲斐庄楠音、山下菊二らの代表作を詳細に分析し自作との関連を述べている。特にこれまでルポル
タージュ絵画に位置づけられている山下菊二の《あけぼの村物語》の童話的世界に着目し、「デロリ」の
系譜につながる可能性を指摘している点は、加須屋、中井の両審査委員が評価している本論考の重要な
点である。また、自作における物語設定要素として SF的世界観、童話、神話、自身の制作環境などから
モチーフを得、画面上で自由にそれらを展開しているとしている。従って、見る側と共有できる普遍的な
要素と谷原の想像上のキャラクターが混在する作品は、「謎解きのようなエンターテイメント性を内包し
ている」と自作について述べている。 
 
谷原の作品画面に登場する人物のほとんどは東洋人女性であり、実際、今回提出・展示されたドローイ
ングを除くすべての作品に描かれている黒く長い髪の東洋人女性は、谷原と特定の女性がモデルになり、
谷原が構想した画面上のポーズや表情、衣装をまとったイメージを作って iPhoneで撮影している。また、
画像加工アプリを近年使用していることにも触れ、今後の作品展開の可能性を示唆した。「デロリ」とい
う概念を他の言語に置き換えることは難しく、日本の美術の枠組みだけに焦点があてられたが、谷原も
自覚的であるように、先の画像加工アプリなどを使用しながら、金田氏のコメント「アジアの中の日本か
らの新しい絵画としての一つの立ち位置を築くものであると予感させる」と同様に、視点が海外へと向
けられてゆくことを期待している。 
 
谷原は岸田劉生の「デロリ」を核におきながら、日本の中世から近代に至る拡張するデロリの美的感覚
を丹念に解析した。その過程で谷原の解釈に疑問を呈された箇所も指摘された。しかしながら、特に大正
期の甲斐庄楠音らが描いた女性像は男性の眼差しであり、中井氏の指摘にある「『デロリ』の系譜を受け
継ぐ嫡子」に女性の視線が加わることは、非常に意義深いと考える。 
 
「デロリ」との関連性から客観的かつ真摯に自作を分析し、個人的な心の傷が根底にありながら、見事
な表現へといかに昇華させてきたかが作品と論文によって示された谷原の優れた研究であると高く評価
する。谷原菜摘子を審査委員全員一致で、本審査合格とした。 
 
 ■論文に関して 
自らの負の記憶を出発点として、一部に凄惨な図像を伴う「暗い」イメージの絵画を制作してきた谷原
菜摘子氏（以下敬称略）による博士論文「暗さの底にある光脈－デロリを起点とした暗い絵の考察」は、
４章構成をとり、日本の絵画史のなかにその「暗い」作品の源流を求め、自作の諸特徴を客観的に解析し
ている。そしてその作業により、自作の意義や射程を明確にするということが本論文の目的である。 
タイトルにもある「デロリ」とは、岸田劉生が初期肉筆浮世絵を評した用語であり、現代まで、その適
用対象を拡張しつつ用いられてきた。「へんに生々しく」、「一見古拙で」、「しかも深く現実感を備えた」、
「ぬるりとした」といった特徴を備えた諸作品に対して岸田が用いたこの評言に、谷原は自作との共通
点を看取し、これをいわば自作が属しうるカテゴリーもしくは系譜のひとつとして立てることで論を進
めている。 
自身が被った暴力の記憶という制作の根源的な動機を紹介したうえで、第１、２章では、日本美術史を
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紐解き、こうした「デロリ」の特徴を備えた作品群を分析している。第１章では、「地獄草紙」や「餓鬼
草紙」、月岡芳年などが、第２章では、岩佐又兵衛、甲斐庄楠音らに加え、山下菊二の《あけぼの村物語》
が取り上げられる。この第２章で取り上げられた作家たちに、谷原は自身と共通するトラウマ的経験や
記憶を見て取っており、この個人的な契機の有無が、第１章で扱われる作家たちと第２章のそれとの相
違点となっている。いずれにしても、これらの作例の考察を通して、谷原は人間の暗部や凄惨さを扱った
これらの作例には、それと同居する形である種のきらびやかさや美しさ、あるいはコミカルな要素が加
えられているということを指摘する。また、これまでデロリの文脈で語られたことがなかった《あけぼの
村物語》を扱うにあたっては、この難解な作品の特質を入念に分析して、本作をデロリの系譜に位置づけ
る妥当性を主張している。これは谷原が「デロリ」というカテゴリーに含められてきた作品の構成要素を
構造的に解析することによって導き出された観点であり、本論考の独自性を認めることができる箇所で
もある。谷原自身もそのことに対して自覚的であるからこそ、本作の画面構成を丁寧に読みとり、陰惨な
事件を「童話的世界」へと転換させている点も含めて、本作が「デロリ」の系譜に位置づけられうること
を導き出している。 
ここまで述べてきた論証を前提として、第３章では自身の作品に関する分析が行われている。冒頭に記
した自身の負の記憶による「心理的抑圧（トラウマ）」は、自己否定的な「暗い」画面を生み出す。と同
時に、それに屈したくないという反発心、さらには強さや力を求める思いは、過剰な装飾による煌びやか
な表現や、画中の女性たちの挑戦的な眼差しにも繋がっている。このことは後述するように、谷原の使用
する描画材料とも関連していく。続けて、自作における異化作用とも言うべき表現手法、つまり人物に見
られるユーモラスな表現、過度な細密描写がもたらす違和感、歪んだ遠近法等も取り上げられる。また自
作の特徴として物語を介在させた絵画構造があることを主張し、その「異様な世界観」もまた、絵巻物の
物語性や、《あけぼの村物語》の寓意的表現と類比的に捉えることができる材料とする。 
さらに、谷原作品の大きな特徴の一つと言えるのが、ベルベットを絵画の支持体としている点である。
第２回目の総合制作・理論演習においては論述が物足りないとされたベルベットの使用に関する内容が、
博士論文では十全に盛り込まれ、塗り重ねが困難な技法上の特性のみならず、「デロリ」とも強く関連す
る「触覚」への訴求力がベルベットによってもたらされていること、さらに光を吸収し、反射のない漆黒
として機能するベルベットが描画に先立って存在することの効果などについても詳述されている。また、
谷原はこうしたベルベットに描くにあたり、油絵具だけでなく、金属粉やスパンコール、グリッターなど
の偏光素材を用いており、第 3章の終盤では、こうした素材を用いる方法や効果についても論じており、
前章までの内容とも呼応して、こうした基底材・描画材が谷原の表現したい内容とよく適合しているこ
とが浮かび上がってくる。 
長く充実した第３章に続き、終章となる第４章では、コンパクトにこれまでの論述内容が整理されたう
えで、過去に比べて平和で暮らしやすいと我々が思い込みがちな現代社会が抱える闇や暗さについても
触れ、「異物」として煌びやかさやおかしみを備えた「暗い」絵画が現代において持ちうる訴求力を強調
している。 
こうした構成を持つ本論文については、各作品の歴史的背景をより盛り込むべきであったという指摘
などがあったほか、言葉の用法について軽微な瑕疵も指摘されているが、総じて完成度が高く、極めて優
れた内容の博士論文と評価できる。自身の負の記憶を出発点としつつ、感情を主たる足場としてそれに
耽溺するのではなく、強度のある表現に結び付けていく試行のプロセスが客観的に言語化されているこ
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とにより、自己の記憶や主観、感性を表現の淵源とするタイプの作家たちには、参考になる部分が多いの
ではないかと思われる。特殊な素材の使用が単なる目新しさや表現手段の拡張にとどまらず、表現の内
実と結び付いている点についても同様に優れた点といえる。またこれまで見てきたように、歴史的に重
要とされる「暗い」絵を題材に、丁寧に論証を積み重ねることによって、岸田劉生が生み出した「デロリ」
という言葉を、一つの美術様式の系譜を捉える用語もしくはカテゴリーとして整えうる可能性を明らか
にしたことは特筆に値する。このことは、ひいては谷原自身の作品が、自らがその存在を証明してきた
「デロリ」の系譜の最先端として存在することを、結果的に示すことに繋がっていると評価した審査員
もいた。こう述べると、ややもすると論文が自作の理論武装や正当化を目的としているように聞こえて
しまうかもしれないが、第１、２章での誠実な作品分析の積み上げと、第３章での自作の客観的な言語化
がしっかりと組み合わせられることにより、幸いにもそうした危険は免れていることも誤解のないよう
に付け加えておきたい。 
以上のことから、谷原菜摘子の博士論文は、非常に優れたものであり、学位授与に相応しいと審査員が
全員一致で判断した。 
